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土
木
の
出
先
職
場
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
職
種
の
職
員
が
、

そ
の
枠
を
越
え
て
力
を
合
わ

せ
て
業
務
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
デ
ス
ク
職
員
と

現
業
職
員
の
連
携
は
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

建
設
関
係
で
は
、
工
事
の

設
計
・
発
注
、
現
場
の
施
工

管
理
を
。
維
持
管
理
で
は
道

路
や
河
川
の
良
好
な
管
理
の

た
め
に
。「
花
い
っ
ぱ
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
地
域

連
携
業
務
に
お
い
て
も
、
地

域
支
援
課
や
公
園
緑
地
課
や

維
持
管
理
課
が
、
そ
の
垣
根

を
越
え
て
、
ま
た
、
現
業
・

非
現
業
の
区
別
な
く
力
を
合

わ
せ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の「
財
政
構
造
改
革
」

で
職
員
の
ふ
と
こ
ろ
に
手
を

入
れ
る
し
つ
こ
い
ま
で
の
賃

下
げ
攻
撃
に
は
、
組
合
の
傾

向
や
、
組
合
所
属
の
有
無
を

問
わ
ず
怒
り
が
巻
き
起
こ
っ

て
い
ま
す
が
、
と
り
わ
け
、

現
業
職
員
に
対
す
る
「
技
能

員
給
料
表
」
適
用
は
、
賃
金

レ
ベ
ル
の
著
し
い
ダ
ウ
ン
に

と
ど
ま
ら
ず
、
現
業
・
非
現

業
が
力
を
あ
わ
せ
て
事
業
に

あ
た
っ
て
い
る
土
木
の
出
先

職
員
へ
、
無
用
な
分
断
を
持

ち
込
む
、
最
悪
の
提
案
と
い

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
大
阪

府
当
局
は
、
業
務
の
推
進
を

言
う
の
で
あ
れ
ば
、
今
回
の

提
案
を
た
だ
ち
に
撤
回
す
べ

き
で
す
。
都
市
整
備
部
も
、

現
場
で
頑
張
っ
て
い
る
職
員

の
声
を
受
け
止
め
、
上
申
す

べ
き
で
は
と
思
い
ま
す
。

職場は今 ｪ ⑤
土木現場支部

構 造 改 革 で

連
携
大
事
な
土
木
職
場

現
業
職
員
の
給
料
表
改
悪
は
許
せ
な
い

　府職労は12月９日に定期大会を開催します。大会は、この一
年の府職労のたたかいや運動の総括を行い、向こう一年間の要
求実現にむけた方針を決定する重要なものです。橋下知事のも
とで、府民・職員犠牲の府政が続いている中、府政を変えたい
願いの実現へ向けた議論を行いましょう。大会で大いに議論を
深めたい点について、大原副委員長に語ってもらいました。

人
件
費
削
減
に

ス
ト
ッ
プ
を

　

第
90
回
府
職
労
定
期
大
会
に

あ
た
り
、
３
点
強
調
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
点
目
は
、
府
職
員

の
生
活
破
綻
と
大
阪
経
済
の
さ

ら
な
る
落
ち
込
み
に
繋
が
る
人

件
費
削
減
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

る
た
た
か
い
で
す
。

　

特
例
条
例
に
基
づ
き
３
年
間

の
カ
ッ
ト
が
強
行
さ
れ
、
さ
ら

に
給
与
制
度
改
悪
で
昇
任
し
な

け
れ
ば
給
与
が
上
が
ら
ず
、
ま

た
、
職
階
制
度
が
強
化
さ
れ
月

額
賃
金
が
５
万
円
を
超
え
る
削

減
提
案
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
06

年
の
給
与
構
造
改
革
に
引
き
続

く
給
与
制
度
改
悪
提
案
で
、
こ

れ
ま
で
の
大
阪
府
の
民
主
的
な

給
与
制
度
が
根
底
か
ら
破
壊
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

府
職
員
の
賃
金
は
、
大
阪
府

に
事
業
所
を
置
く
民
間
企
業
に

働
く
労
働
者
の
賃
金
の
規
範
的

な
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

10
数
年
来
に
及
ぶ
異
常
な
財
政

再
建
策
は
、
こ
と
ご
と
く
破
綻

し
、
大
阪
経
済
は
、
完
全
失
業

率
、
非
正
規
就
業
率
、
事
業
所

倒
産
率
、
府
民
所
得
減
少
率
な

ど
、
ど
の
指
標
を
と
っ
て
も
全

国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。
使
用
者
責
任
を
果
た
さ

せ
、
職
員
の
誇
り
と
遣
り
甲

斐
、
そ
し
て
将
来
に
希
望
が
も

て
る
賃
金
制
度
の
確
立
を
め
ざ

し
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

府
民
の
く
ら
し
支
え
る

民
主
府
政
の
奪
還
を

　

２
点
目
は
、
府
民
の
く
ら
し

を
支
え
る
民
主
府
政
の
奪
還
で

す
。

　

橋
下
知
事
の
支
持
率
は
、
マ

ス
コ
ミ
の
報
道
に
よ
る
と
８
割

近
い
数
字
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
府
民
の
大
阪
府
に
対
す
る

具
体
の
期
待
や
要
望
は
、
橋
下

知
事
が
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン

で
行
お
う
と
し
て
い
る
施
策
の

切
捨
て
と
１
８
０
度
反
対
軸
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

府
職
労
は
、
今
年
５
月
か
ら

６
月
に
か
け
て
、
無
作
為
に
戸

別
訪
問
し
聞
き
取
り
を
は
じ
め

と
し
た
住
民
（
き
ず
な
）
ア
ン

ケ
ー
ト
を
府
下
各
地
で
と
り
く

み
ま
し
た
。
府
民
が
大
阪
府
に

期
待
す
る
も
の
は
、
地
域
医
療

・
救
急
医
療
の
充
実
、
高
齢
者

・
障
が
い
者
・
子
育
て
支
援
、

雇
用
対
策
、
中
小
企
業
支
援
が

６
割
か
ら
８
割
を
超
え
る
数
字

が
示
さ
れ
、
一
方
、
期
待
し
な

い
も
の
と
し
て
ベ
イ
エ
リ
ア
な

ど
の
大
型
開
発
、
府
財
政
再
建

優
先
、
府
庁
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
な

ど
が
マ
イ
ナ
ス
の
数
値
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

「
カ
ウ
ン
タ
ー
を
越
え
て
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
り
ま

す
が
、
文
字
ど
お
り
地
域
に
入

り
府
民
と
の
対
話
と
宣
伝
を
重

ね
る
こ
と
が
民
主
府
政
奪
還
に

繋
が
る
展
望
を
大
き
く
ひ
ろ
げ

ま
す
。

府
職
労
組
織
の
拡
大
と

組
合
員
参
加
の
運
動
を

　

３
点
目
は
、
府
職
労
組
織
の

拡
大
強
化
で
す
。

　

橋
下
府
政
と
正
面
か
ら
対
決

す
る
府
職
労
の
拡
大
強
化
は
、

さ
ま
ざ
ま
あ
る
中
の
ひ
と
つ
の

課
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
府
職
労
運
動
そ
の
も
の
と

し
て
の
位
置
づ
け
が
必
要
で

す
。

　

昨
年
の
特
別
休
暇
改
悪
提
案

撤
回
を
め
ざ
す
た
た
か
い
や
給

与
制
度
改
悪
提
案
を
許
さ
な
い

と
り
く
み
な
ど
を
通
じ
て
府
職

労
本
部
あ
て
に
少
な
く
な
い

「
府
職
労
に
加
入
し
た
い
」
と

い
う
メ
ー
ル
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
橋
下
府
政
と
た
た
か
う

府
職
労
運
動
に
共
感
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
職
員
は
府

職
労
加
入
の
呼
び
か
け
を
待
っ

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
職
場
で

過
半
数
の
組
織
化
を
め
ざ
し
全

組
合
員
が
参
加
す
る
運
動
に
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　厚生労働省は、2009年末に社会保険庁の廃止に伴い、525名の職員を整理解雇
（分限免職）しました。年金業務は日本年金機構に引き継がれており、解雇する必
要性も合理性もありません。今、全厚生は闘争団をつくり、この不当解雇に対し、
不当解雇撤回闘争をたたかっています。府職労の仲間であった社会保険の皆さんの
たたかいを励ますために、「社保庁職員の分限免職処分撤回、雇用確保を求める要
請」署名と、「全厚生闘争団を支える会」への入会をお願いします。

支える会　団体年会費 一口 5,000円　　　　　
　　　　　個人年会費 一口 1,000円　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　府職労共闘部まで

社保庁不当解雇撤回の署名と「支える会」へのご協力を社保庁不当解雇撤回の署名と「支える会」へのご協力を

府職労定期大会府職労定期大会開催せまる開催せまる第90回

と　き　と　き　12月９日（木）9：30～17：0012月９日（木）9：30～17：00
ところ　ところ　社会福祉会館５階ホール社会福祉会館５階ホール

府
民
と
共
同
で

大原輝宣副委員長

大
原
副
委
員
長
が
大
い
に
語
る

大
原
副
委
員
長
が
大
い
に
語
る

府職労を強く府職労を強く、、大きく大きく

財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
撤
回
、

府
民
本
位
の
府
政
を
実
現
し
よ
う


